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50年前・・・
駅までの移動は

人力車
だったよ…
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つくば市
都市計画マップ

研究施設を
取り囲む

幹線道路

道路は
都市計画における

重要な舞台 3
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学園東大通りを
中心に

地図を観察...

学園東大通り
1977年に完成

学園西大通りとともに
主要な幹線道路に
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大曽根
という地域を発見

おお ぞ ね

＞

幅員・車線数・交通量
で大きく有利

大曽根は学園東大通りの「陰」になってしまった？
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無理やり 道を通す
スクラップ アンド ビルド
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２パリ改造前（左）と後（右）の同地点からの写真

東大通りと大曽根
との関係に似ている？

表向き

パリ
「世界の首都」

発展

裏側

旧市街地
「無秩序に破壊」

放置
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大曽根の
現状はどうなって
いるのだろう...?

どういう経緯で
こうなった
のだろう...?
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→これは大曾根地区への客ではなく、

大穂
大曽根吉沼

研究学園

4％

17％

43％

大穂地区の43％が大曽根に食料品を買いに、

40％が日用品を買いに来ている。

市役所は大曽根地区という昔の地名を
使って花畑地区を表している。

市役所から見た現状
(大曽根市街地カルテより)

→これは大穂地区への客ではなく、
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古くからの街道である県道128号線(土浦大曽根線)沿いに形成された市街地

自然豊かで、筑波山の自然景観に恵まれている

近年では、子育て世帯の入居も増えてきている
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•研究学園都市計画以前、

大曽根は大穂地域の中心
行政、教育、経済の中心が集まる

↑大穂の行政範囲と大曾根の位置
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•街村

主要道路に沿って民家が密集して並立

商業集落に該当する

住民の街路への依存度が高い。

定期市では木綿、雑穀などが売買された
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•農家

•自然、神仏の信仰

かつて神社は22社、寺院は5寺存在していた

千光寺、常福寺、鹿島神社など現在でも存在

→祭り、神仏行事における交流の場
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•若衆制度（江戸時代～昭和の戦時中まで）

• 若衆＝村の神仏行事を運営をする役
職

家の家長となる男子は20歳になると加
入する。

しかし、、、

移住者は若衆には入れない

現代（現地調査より）

公民館における

旧住民のコミュニティ

しかし、、、

新住民の参加は見られない

15新住民、旧住民の分断の歴史



〇1960年の地図に記載されている道路で現在も使用されているものは大曽根内部を通る

〇現在の東大通、西大通周辺の多くは雑木林となっている。

2013年

図1

1960年

図2
図1は現在の地図(2013)の道路が
いつ頃作られたか色分けしたもの

~1960年まで
1960~1977年まで
1977~1995年まで
1995~2013年まで
東・西大通り
(1960~1977年まで)
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大曽根

花畑



○東・西大通り（ 線）が成立

〇研究学園都市計画にみられる近
隣住区論に基づいたまちづくり
（ 線）がみられる。

〇東大通側の花畑周辺から開発

旧市街地の蓮沼地区があり西大通
り側の開発は市街地の土地買収等
が必要であり、難しかったからだ
と思われる。2013年 1977年
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大曽根

花畑



〇大曽根地区において、市の計画
によって薬師地域、鹿島台地域の
開発（ 線）がおこなわれた。

○東・西大通りの内側の西大通り
側の開発が始まっており、この頃
ようやく蓮沼地区開発の算段がつ
いたのではないか2013年 1995年
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大曽根

花畑



○東・西大通り内の開発（ 線）が完了してい
る。

○スーパーや飲食店等ができていることもわか
る。

○大曽根地区と開発地区をつなぐ道路が増やさ
れているが、現地を歩いた感想としては足りな
いのではないかといった印象を受ける。

2013年
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昔からある大曽根地区の東大通りを挟ん
ですぐ隣には、近隣住区論的な特徴をも
つ新しい花畑地区がある。

ヒアリングから、大曽根地区の人の生活
インフラは花畑にある

大曽根の「町」の問題点を新しいま
ち花畑と比較しながら近隣住区論の
観点から見てみる
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•商店街が衰退していった(店舗数70→3)

•花畑地区との関わりがない

•買い物は主にカスミ大穂店(花畑)

•移動はほぼ車

•車があり、バス停も遠く本数も少ないため、つくバス
はあまり使わない

•車があるから交通の不便は感じない

→将来、免許返納した時も不便は感じないのか？
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①規模：小学校区

②境界：幹線道路

③オープンスペース：公園や緑地

④公共施設用地：中央部か公共用地の周囲に設ける

⑤店舗地区：１か所以上

⑥内部街路体系：住区内幹線道路を設け、通過交通を
排除する
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大曽根小学校1校のみ
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・大曽根小学校1校に大曽根、花畑、その他周辺の子供たちが
通っている

・平均4クラスあり、バランスはいい

・本来ならば花畑地区に学校があるはず

無理やり交流を狙った？

24



花畑 大曽根
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• 花畑地区は東大通りと西大通りの囲まれるような街の作りに
なっている

通過交通は少ないと考えられる

• 大曽根地区は大通りに沿って集落が形成されているため、集落
の中を道路が縦断する形になっている

通過交通が多いと考えられる
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花畑 大曽根
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・花畑に集中している

・大曽根地区限定でみてみるとオープンスペースが多いとは言え
ない

・ヒアリングからも子供たちが気軽に遊べる公園がほしいという
声が挙がった

地域の老若男女が交流できるようなレクリエーション施設の数に
差があるのではないか
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花畑 大曽根
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・花畑地区の旧大穂中学校の場所に集まる

・大曽根の人が公共施設を利用するためには、東大通りを超えな
くてはならない

・ヒアリングからも不便だという声が挙がった

施設の位置はまとまっているが、東大通りが通行の邪魔になって
いるのではないか
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花畑 大曽根
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・花畑地区に集まる

・大曽根地区にあるのは歯科医院で利用が限定的

・ヒアリングより、車のない高齢者から不便だという声が挙がっ
た

地区別にみると医療能力に差があるのではないか
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花畑 大曽根
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• 大曽根には、牛乳屋や洋品店などの専門店が点在しているが、
それらだけでは日常生活には不十分

• 十分な商品を得るためには花畑へ行く必要がある

これも車に依存している生活の１つの要因ではないか
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花畑 大曽根
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・大曽根地区では昔ながらの家が多くみられる

・大曽根地区の家は一戸当たりの敷地が非常に大きい

・花畑地区では新しいモデルハウスのような家が多くみられる

花畑地区に移り住んできた人が多いと考えられる
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商業施設や医療機関において半径800mを徒歩
圏とし、日常生活サービス施設充実度が高い

大曽根市街地カルテ

→徒歩圏が半径800m以内に住む、すべての人
が不自由ない生活ができているのか

充実度は本当に
高いの！？ 37



徒歩圏は半径800mが適切なのか？

〇国土交通省の調査によると、75歳以上高齢者の半分近くが無理なく
休まずに歩ける距離は800mと答え、半分以上の方は辛いと答えてい
る。

〇過去の論文より、徒歩圏については半径400mと設定しているも
のが多く、つくば市の設定する半径800mは大きいといえる。

〇徒歩圏は幹線道路のよって分断されるということも分かっているた
め、東大通りを挟む大曾根と花畑を一括りに考えることはできない。

１

２

３
出典：国土交通省「全国都市交通特性調査」

私たちはそれらを考慮して大曽根地区、花畑地区

それぞれに徒歩圏400mを設定して詳しく見てみる 38



800m 400m
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800m 400m
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800m 400m
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800m 400m
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車を持たない人や免許を返納した高齢者にとって、

花畑にある各施設は大曽根地区にとって利便性が低いと考えられる。

大曽根地区は、市役所の設定する徒歩圏800メート
ル以内にはおおまか納まっているが、徒歩圏400m
に設定するとカバー率は低くなる
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花畑は近隣住区論にのっとったまちづくりがなされている。

大曽根地区は昔ながらの集落の形が残りながらも、
町の機能を満たす施設が不足

一方...
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都市開発の有無で地域格差がみられる。



大曽根 花畑

表 裏裏 表
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開発地域周辺の旧市街地に目を向けることも

重要になっていくのでは？
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つくば市都市計画部市街地振興課周辺市街地振興室の皆様
大曽根地区でのヒヤリング調査にご協力していただいた皆様

調査にご協力いただきありがとうございました。
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大曽根の高齢者の割合

大曽根市街地カルテより

平成30年の
大曽根の高齢者割合は

４人に１人は
高齢者



大曽根の高齢者の割合

大曽根市街地カルテより


